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乳幼児期の共同注意の発達

ダイナミツクシステムズ論的アプローチ一一
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The Development of Joint Attention in Early Childhood: 

A Dynamic Systems Approach 
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共関注意に関する研究は，日本でもここ数年徐々に増加してきている。 1995年に出版された

共同注意に関する論文集 rJ oint Attention - Its Origins and Role in Development …つが

1999年に邦訳されたほか，各学会でも共同注意に焦点を当てた研究が発表されている。「教育心

理学年報 Fわが国の最近 1 年間における教育心理学の研究動向と展望~ (発達部門)Jでは，遠

藤(1998)，園田 (2000) によって，共i可注意に関する研究として，別府 (1996)，村上・大平

(1998)が紹介されている。「児童心理学の進歩」では， 1998年に板倉によって r自己の起源」

として，霊室長類やヒト乳幼児の共同注意能力について述べられているほか，大泉・波多野(1999)

が，日常行動場面における推論のーっとして規線からの推論を取り上げ，視覚的共同注意に関

する研究をいくつか挙げている(角谷・山本， 1998;松田， 1997a， 1997b;内山， 1998;山本・

角谷， 1997)。また，発達心理学研究には 2年連続で共同注意に関する研究が掲載された(塚田，
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2001 ;矢藤， 2000)。研究論文以外でも，共同注意は，生後2年間の乳幼児の発達を語る上で重

要なトピックである(麻生， 1996;無藤， 1994;ゃまだ， 1987など)0 

「共同住意」とは，乳幼児が，母親が見ている対象を自分も見ょうとしたり，乳幼児自身が見

ている対象を母親にも見せようとする一連の行動と心の動きを指す。例えば，子どもと母親が

一緒におもちゃで遊んで、いるときに，母・裁が操作しているおもちゃを子どもも見るという場面

や，親子が散歩の途中で、出会った犬を子どもが指きしながら「あ…j と言って母親を振り返っ

たときに，母親もその犬を見るという場面は，典型的な共同注意の場面である。こうした場面

において，子どもと母親は，ある対象にともに注意を向け，その対象を共有しているといえるo

また，このようなときに見られる，指きした先の犬と母親との聞でまるで母親が自分の指きし

た物をちゃんと見ているか確かめるかのように視線を往復させたりする子どもの行動は，交互

注視(alternatelooking) (Adamson， 1995; Corkum & Moore， 1995; Bates， Camaioni & 

V olterra， 1975)や交互凝説 (gazealternation) (Tomasello， 1995) と呼ばれる。このよう

な持動は，通常生後9カ月頃から捨々に起こり始め，確実に見られるようになるのは生後12カ

月以降であるといわれている (Tomasello，1995; Corkum & Moore， 1995) 0 
共同注意は，相手が今どこに注意を向けているのかをモニターすることや，視線・ジェス

チャー・発声などを使って，相手の性意をある対象に向けさせようとすることを含む一連の行

動と心の動きである。この一連の行動と心の動きは，乳幼児期の発達の重要な碁礎といわれて

いる。例えば，対面コミュニケーション(無藤， 1994)，後の語棄や社会的スキル獲得(Baldwin，

1995) ，さらに「心の理論jへつながる地者理解 (Baronζohen，1995a， 1995b;大薮， 2000; 

Tomasello， 1995)などであるo周りの大人は，乳幼児が相手の注意をどこかへ向けさせる行動

を様々に解釈して，それに応じて行動する。また，母親がコメントしている対象に子どもが注

意を向けることは，子どもが，その発せられた言葉と対象を結びつけて理解することを促す。

さらに，子どもが，犬を見つけてそれを知らせようと母殺を振り返り，母親もその犬を認めて

ほほえみ返すような場聞では，二者は同ーの対象を共有するだけでなしその対象に対するポ

ジティブな情動や興味・関心をも共有しているといえる。相手も自分と同じように興味・関心

がある存在だという乳幼見の認識は，このような相互交渉を通して形成される。

では，この共同住意能力はどのような過程をたどって発現してくるのであろうか。本論では，

まず共関注意の発達的起糠に関する先行研究から明らかになったことを整理し，そこから共間

性意の成立を支える構成要素について考察するo

1 .共同注意の発達的起源に関する先行研究

共同注意の発達的起源を探る研究は，大きく分けて次の2つの立場から進められてきた。 1

つは，二者が悶じ物を見るという外顕的行動を重視する立場と，もう 1つは「心の理論」の基

礎として共同注意を捉える立場である (Tomasello，1995)。前者においては，乳幼児が，大人

との相互交渉の中で，人の視線の指示機能を理解するようになる過程について実験的に調べて

いる。また後者では，乳幼児が大人の視線に追従したり，大人の視線を操作する行動の背景に

ある，桔互主観性に対する乳児の理解について議論している。以下に，それぞれの立場におい

て明らかにされてきたことを概観する。
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(1 ) 棉手と同じ物を見ることの発達

人の視線には，その人の規覚的性意、の方向を示す機能がある。 Butterworthは，視覚的共吊

注意を「相手が見ているところを見る」能力と定義し，乳幼児が視線の指示機能を理解して相

手と同じ物を見る能力は，人が雷語を獲得するために必要な基礎の 1つになっていると指摘し

ている (Butterworth，1995)。なぜなら，言語学習における主要な諜題の 1つは，

を世界の中の対象や事象と結びつけることであり，相手がどの対象・事象に対して，その言葉

を用いているのかを正しく判断することは，この学習過穏を促進すると思われるからである

(Baldwin， 1995)。このような考え方から， Butterworthらは，乳幼児が相手が見ているところ

を正しく見ることができるよ 7になるのはいつ墳からなのかについて実験的に調べている

(Butterworth 1991 ; Butterworth 1995 ; Butterworth & Cochran， 1980; Butterworth & 

J arrett， 1991)。

これらの研究において，乳児は母親と対面して，母親の目線と関じ高きになるようにイスに

盛った。 母毅は，乳児とアイコンタクトを取った後，頭の向きを変えて実験室内のさまざまな

場所に置いてあるターゲットを見るように指示された。その結果 6カ月児は，母親が頭の向

きを変えると，母殺が見た方向と向じ方向を見ることができた。しかし，向じ方向に 2つのター

ゲットがあると，母殺が遠くのターゲットを見ていても，乳児は近くのターゲットを見てしま

い，正しいターゲ、ットを見ることはできなかった。生後12カ月になると，同じ方向に複数のタ

ゲ、ットがあっても，母親の見たターゲットを正確に見ることができたが，ターゲットが視野内

になかった場合には，振り返ってそのターゲットを探そっとはしなかった。さらに生後18カ月

になると，乳見の視野内にないターゲ、ットを母親が見た場合，見える範聞にもターゲ、ットがあ

ると，それを見てしまうが，自の前に何もなければ，後ろを振り向くことがあった。

Butterworthら(1991)は，これらの結果から，乳児の視覚的共同注意が成立するための3

つのメカニズムを提唱している。まず，.生態学的メカニズム(ecologicalmechanism) Jによっ

て，乳克は，母親が見た方向を自分も見ることができる。しかし，母親が何を見ているのかを

正確に同定することはできず，そこにある目立つ対象に注意が引きつけられてしまう。つまり，

母親の視線の変佑は，乳児が同じ方向を見ることを誘う信号として働くが，子どもに何かを見

せようとする母親と乳児の相互交渉は，環境内の対象に本来備わっている，注意を引きつける

特性に影響を受けてしまう。この生態学的メカニズムは，生後6カ月の時点ですでに発達して

いると Butterworthらは述べている。 12カ月頃になると「幾何学的メカニズム (geometric

mechanism) Jが働き始め，母親の目や頭の方向と自分の位置から見える方向が交差する視空間

上の正確な領域を探し出すことができるようになる。視覚的対象を捉える正確性が増し，対象

の特牲に影響されずに，正確に相手が見ている物を見ることができるのである。さらに 12-18

カ月で「表象的メカニズム (representationalmechanism) Jが成立し，自分と，自分の後方の

見えない場所にある対象物とを含んだ表象的空間の中で，大人の指示を理解することができる

ようになる。対象物を探す範聞が，自に見える物理的空間を越えて表象空間にまで広がるので

ある。

これら 3つのメカニズムは，それぞれの月齢で見られる，相手の頭の動きに対する乳幼見の

反応の特徴を段階的に表したものと考えられる。 Butterworthは，こうしたメカニズムは，そ

の発達のJI原序が入れ替わることは決しでなく，生態学的メカニズムが中心となって，それに他

のメカニズムが相互に絡み合って発達すると述べている (Butterworth，1995)。しかし，それ
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ぞれがどのように関係し合うのか，またそれぞれがどのような過程をたどって発現してくるの

かについては，これらの研究からは明らかではない。共同注意が成立するメカニズムを明らか

にするためには，それぞれの丹齢の特徴を段階的に記述するだけでなしなぜそのような特徴

が見られるようになるのかが発達的に説明きれなければならない。また Butterworthは，これ

らのメカニズムにおいて，大人の視線方向の変化は，初めから揖覚的注意の方向を示す機能を

持っており，乳児に対して「そこに面白い物があるJ と伝える合国として働くと考えている

(Butterworth， 1995)。しかし，人の視線の指示機能を，乳見が生まれっき認識しているかどう

かは明らかではない。

(2) 窺覚的共伺注意奇成立させるための手かがり

Corkum & Mooreは，第二次問主観性の理解を表す社会的参照や原命令形・原宣言形の身ぶ

りの出現は 1歳の夜前まで報告されていないのに対して，同じく第二次問主観性の理解を示す

ものとされている視覚的共河注意が生後6カ月で出現するという発達的ズレについて指摘して

いる (Corkum& Moore， 1995)。そして，この発達的ズレがなぜ起こるのかを説明するため

に， Butterworthらが用いた方法よりも，より厳密な手続きを用いて，視覚的共関注意の出現

時期を明獲にしようとした。さらに，乳児が相手の規線を特定し，それに追従するのに沼いる

知覚的特性の変化から，乳児が相手の視線をどのよっに認識しているのかについて発達的に検

している (Corkum& Moore， 1995; Corkum & Moore， 1998; Moore & Corkum， 1999)。

これらの実験では，実験者が大人の視線を操作し，乳児が大人の視線と同じ方向を向いた場

合に一致，違う方向を向いた場合に不一致と符号化された。そして，大人の視線方向と一致し

て乳児が顔を向けた数から，不一致であった数を引き，不一致と比べて有意に高い頻度で一致

した数が多かったときに，視覚的共同注意が確かに行われているとされた。また，乳児にとっ

ての視覚的共同住意の知覚的手がかりを明らかにするために，大人の頭と視線それぞ、れ単独の

向きと，頭と視線の持じ方向への動きと，それぞれ反対の方向への動きという組み合わせを条

件とし，どの条件に対して乳見が最も多く相手の方向と同じ方向を向くことができるのかを調

べた (Corkum& Moore， 1995; Moore & Corkum， 1999)。その結果，乳!尼が正確に相手の

向きに反応して確実に視覚的共同住意を成立させることができるのは， Butterworthら(1991)

の生後6カ月という結果よりも遅れて，生後12カ月であることが示された。また， 12-16カ月

までの乳幼児は，主に自ではなく頭の向きに基づいて視覚的共悶注意を成立させており，18-19

カ月党では，頭と視線の一致が重要な手がかりとなることが示された。

これらの結果から， Corkum & Mooreは，視覚的共同住意が確かに示されるのは 10-12カ

月以棒であるが，初期の段階では，乳児は，他者の視線方向を視覚的注意の方向を示すものと

しては理解していないと考えた。なぜなら， 12-16カ丹までの乳幼児は，主に自ではなく頭の

向きに基づいて視覚的共同注意を成立させていることから，例え相手と同じ方向を見たとして

も，他者が対象に注話していることを理解しているとはいえないからである。そして彼らは，

乳児期の共詞在意の起糠は，他者の注意に対する理解にあるのではなく，河じ方向に振り向く

ための刺激として他者の頭の向きを利用する反応にあると玉張している (Corkum& Moore， 

1995)。

上記の実験においては，視覚的共i湾住意の成立は，大人の頭や自の動きに反応、して大人と

致した方向を不一致の方向よりも有意に多く見ることを基準として溺られたので，実験室内に
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乳児と大入が見るターゲ、ットは存在しなかった。そこでCorkum& Moore は，子どもが見る
べき目標がないことが，他の研究よりも共向性意の出現を遅くしているのではないかと考え，

次に，振り向き条件づけパラダイムを用いて，共同注意反応が最も阜く現れる時期について調

べた (Corkum& Moore， 1998)。この研究では，乳児が，大人の視線方向と同じ方向を振り

向くことができた場合に，その方向に置いてあるおもちゃが光って動いた。このことが強化子

となって，乳児は大人の視線方向を面白いことを見るための手がかりとして利用するようにな

ることが予想された。実験の結果， 6 7カ月では，ベースラインにおいて自発的に共同、注意

を行った乳児はおらず，条件づけが行われた後も，大人の視線方向を面白い物を見るための手

がかりとして用いることはできなかった。 8-9カ月では，ごく少数がベースラインにおいて

自発的に共同注意を行い，条件づけが行われた後，かなりの割合が大人の視線方向を面白い物

が見るための手がかりとして用いることを学習した。また 10-11カ月では，ベースラインにお

いて大多数の乳克が自発的に共同注意を行い，条件づけによって学習する必要がなかった。

以上の結果から， Corkum & Moore は，視覚的共同注意が乳兇の確かな行動の一つになるの

は，およそ 10カ月以降であると結論づけた。さらに， 8 9カ月児のかなりの割合が他者の視

線方向に合わせて，自分も同じ方向を見ることを学習できたことから，この月齢が共同注意反

応、を獲得する重要な時期であるとし，視覚的共同注意反応、の発達における学習の役割を強調し

ている (Corkum&説。ore，1995) 0 Corkum & Mooreによれば，大人の頭や自の動きに対

する各月齢の乳見の反応は，次のようなメカニズムによって起こる(Corkum& Moore， 1995)。

最初の段階において，乳見は，大人の視線の方向転換に反応して自分も頭を動かすが，大人の

動きと対象物の出現という 2つの情報を有効に統合することができないので，正確に大人の視

線の向きと同じ方向を向くことができない。しかし，乳見は大人の動きに何らかの反応を示す

ことから，大人の視線の方向転換に伴う身体上の動きと対象物の出現に対する基礎的な気づき

を持っているということができるo 次に，乳克は大人の視線方向の変イじという手がかりに対し

て正しく反応することができるようになるが，この段階では，随伴的なフィードパックが，大

人と対象の情報を統合する足場として必要になる。そして最後に，乳見は，フィードパックを

必要としないで，視線方向の変化という手がかりに対して自発的に正しい反応をするようにな

る。

Corkum & Moore (1995)が主張する共同注意の発達メカニズムにおいて，乳児は最初，単

純に大人の頭の動きに反応して自分も頭を動かすだけであるが，大人の随伴的フィードパック

を足場にして揖線と対象物との関係を学習することで，徐々に相手の視線の指示機能を認識す

るようになると考えられている。Corkum& Mooreによれば，視線と対象物との関係を学習す

ることが可能で、あるのは，生後8-9カ月以降である (Corkum& Moore， 1998)。しかし，

なぜこの月齢の乳児でなければ，学習できないのかについては明らかにされていない。また，

大人の槌伴的なフィードパックの内容として， Corkum & Mooreは，大人の視線を追従すると

面白い光景が見られることを想定しているが， 日常生活においては，大人が視線を向ける先に

必ず目立つ対象があるわけではない。これらの実験では，大人は乳児の反応を引き出す静的な

刺激として捉えられている。しかし， 日常場面において，大人は乳見の行動をさまざまに解釈

して対応し，乳児の活動を積機的に組織化している (Kaye，1982)。乳見の控横行動に対して大

人がどのように行動することが，視線の指示機能についての乳児の理解を導くのか，実際の相

互交渉場面において，より詳細に調べる必要があると思われる。
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(3) 共同注意の発達における大人の随伴的行動の影響

Landryは，共同注意を，他者が関心を持った事物や話題へ自分も注意を向けるように行動を

調整する能力であると定義し，この能力は，養育者との相互交渉において獲得されることを強

調している (Landry，1995)。そして特に，発達的に問題のある乳幼児では，やりとり場面で，

母親が，子どもの現在の能力に応じて課題を整えてやること(足場づくり)が，子どもの共同

住意能力の発達に大きな影響を与えることを指摘し，早産児の注意を向けさせる母親の行動に

ついて調べている (Landry，Garner， Swank & Baldwin， 1996)。

運動や注意のスキルに遅れが見られる，いわゆるハイリスク早産児では，通常2歳までに獲

得される共同注意能力を十分に発達させることができず 3歳までに，視線や発話，身ぶりを

用いて，母親の住意を対象や会話の話題に向けさせる能力に問題がある。 Landryら(1996)は，

生後6カ丹の早産児・満期産児とその母親のベアにおいて，性意を向けさせる母親の方略と乳

児の共同遊び行動との関係を調べた。この研究では，子どもと母親によるおもちゃ遊び、場簡を

ピテ、、オ記錯し，母親の応答性(乳鬼の注意の維持，おもちゃの導入，乳克の注意の再定位)と，

母親の行動の後に見られた乳児の行動(共同注意行動なし，共同の関わり)を分析し，符号化

した。そしてその符号伶に基づいて，母子の行動間の悶果関係について条件っき確率を計算し

た。その結果，満期鹿児よりもハイリスク早産児において，母親が再定位するよりも，維持・

導入的に関わる方が子どもの共間遊びを増加させた。ハイリスク早産児の母親は，乳児の注意

を再定位させようとするのではなし乳児の注意を維持しようとしたり，乳児が注意を向けて

いるところへまず新しいおもちゃを導入することで，足場を提供するような行動を多く示した。

これらの結来から， Landryは，共同注意のやりとりにおいて，母親が乳児の行動に敏感に反

応し，タイミング良〈住意を向けさせると， 6カ月のハイリスク早産児でも，より多くおもちゃ

の探索をすることができるといつことを指摘している。また，ハイリスク早産児の関心を維持

させようとする母親の働きかけは，探索的な遊び能力の護要な要素である，乳児の自律性の感

覚の発達を支え，それが共同注意の応答性を高めることにつながると考察している。

これまで述べてきた研究は，二者が同じ物を見るという外顕的行動を重視し，乳幼児が，大

人との相互交渉の中で，人の視線の指示機能を理解するようになる過程について調べようとす

るものである。これらの研究結果をまとめると，まず，大人の頭の方向転換に対する乳幼児の

反応は，生後6カ月から 18カ月まで徐々に変化することが明らかである。また，それらの変化

は，大人の頭の動きと対象物との関係を乳児が学習する結果として起こる可能性があること，

そして相互交渉において，乳児の注意の方向に敏感に反応し，乳児の住意の状態に応じて養育

者が行動することが乳幼兇の共同注意の発達に影響を与えていることが示唆された。しかし，

これらの研究からは，なぜ、生後8カ月未満の乳児が，大人の自の動きと対象物との関係を学習

できないのか，また大人が乳幼児の注意の状態に応、じて行動することと乳幼児の学潔がどのよ

うな関係にあるのかは明らかではない。さらに，人の視線は，その人が何かを見ているという

指示の機能を持つだけでなしその人の注意の状態をも表す。人の注意の状態は，単純な視線

の方向だけからは正しく評価することはできない。乳幼児が，相手の自の動きと相手の注意、の

状態についてどのように理解しているのかは，これらの研究からは明らかではない。

(4) r心の理論」の基礎としての共同注意

共同注意を「心の理論」の基礎として捉える研究者は，共毘注意能力における，他者の投意
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の状態や意図性についての乳幼児の理解を強調する。 Baron-Cohen は，乳児は，進i~論的適応、

の産物として意悶検出器 (ID)と視線検出器 (EDD)を生得的に持って生まれ，この二つの機

構を利用することで第3のメカニズムである注意共有の仕組み (SAM)が発現し，三項表象の

関係の中に「他者の意図性jという視点が追加されること，また SAMは後に発達する心の理論

メカニズム (ToMM)の発現に必要な役割を果たすという仮説を立てている (Baron-Cohen，

1995a : Baron心ohen，1995b)。このような仮説を支持する証拠は，霊長類や自閉症児の行動に

ついての研究から得られている。

視線は行為主体の次の行為が向けられる対象に特定される傾向があり，これを検出すること

は，他の生物が次に行う行為の迅速な予測に役立つ。他の生物における行動の意闘を認識する

ことは，結果的にその生物が生き残り，繁殖することができるといつことを意味する。そこで

Baron-Cohen は，霊長類は，環境に適応し生き残るために， IDとEDDの能力を進化させてき

たと考えた。また彼は，自閉症鬼は他者の自が自分を見ていることに気づくことはできるが，

共罰注意行動を示すことはほとんどないと指摘する (Baron-Cohen，1995a)。このことから，

Baron-Cohenは，自開症児は， EDDには開題がないが， SAMを用いて在意の焦点、の共有を確

立することができないために，目標や欲求，指示意図といった意閥的な心的状態を他者に帰属

させることに失敗するのだと主張する。

Baron繍Cohenは，他者の視線の方向を検出する機能 (EDD)は，生まれっき乳児に備わって

いると主張している (Baron心ohen，1995a: 1995b)。しかしこれに反して，乳児は生後16カ

月までは，相手の自ではなく頭の向きに反応して，相手と需じ方向を見るという実験の結果が

ある (Corkum& Moore， 1995 ; Corkum & Moore， 1998 ; Moore， 1999)。また， Baron-Cohen 
は，他者の目擦を推測するために住視の方向を利用すると仮定しているが，単純な視線の追従

だけでは，他者の注意の焦点を正しく評価することはできない。大人においては，加の対象を

見ていたりあるいはBをつぶっていても，相手が示す対象に対して注意を払うことが可能で、あ

るし，意到したことと実際の結果が異なることもある。さらに，乳児の共関注意能力の発達に

養育者が与える影響については全く言及されていない。 Baron-Cohenの仮説では，相手の視線

の動きに追従するときに乳見が利用する手がかりが各月齢で異なることや，視線の指示機能に

ついての理解の発達と他者の注意についての理解の発達がどのように関係するのか，また共同

注意が養育者と乳児の相互交渉の中でどのように変化していくのかを説明できないように思わ

れる。

Tomasello (1995)もまた，乳児の共用注意スキルを表象的な心の理論のき基礎として捉えてい

るo しかし Tomaselloは，心の理論の基盤となるのは，思考や信念という点から他者を理解す

ることであるのに対し，初期の共同注意スキルの基盤となるのは，意図的行為主体としての他

者理解であると主張する。 Tomaselloによれば，共同注意とは社会認知的な現象である。共用

注意においては，ニ者が単純に同じ物を見ているだけでなく，両者がお互いに相手の注意をモ

ニタリングしているという意味で，注意が共有されなければならない。 9カ月以前の乳児にお

いても大人と開じ対象を見ることはある。例えば，犬がほえたので窓、から外を見たときのよう

に，両者とも偶然同じ物に注意が引きつけられた場合や，対象と関わっている子どもを大人が

ただ見ていたり，反対に子どもが，対象と関わる大人を見ているような場合である 0

Bakeman & Adamson (1984)は，これを「ただ見ているだけの状態 (onlooking)Jと呼んだ。

これらの場合において，乳児が，相手が自分と陪じように，同じ物に対して注意を向けている
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ということを理解して共向性意を行っているとは考えにくい。 9-12カ月の時期には，乳党l土

地者の在意や行動を追従したり差し向けたりするが，これらの行動が，他者を意関的行為主体

として理解していることにどの程度依存しているのかははっきりしていない。 1歳過ぎの乳児

における共需注意スキルの質的変化は，社会的参照や模倣学習，意図的コミュニケーションと

いった社会的行動の頻度が増え，それらの質が変fじするのと同時に見られる o これらの社会的

行動に共通するのは，他者を意図を持つ存在として理解するといフことであると Tomaselloは

述べている。生後12カ月頃の体系的な交互凝視は，大人の注意を追従したり，大人の注意の方

向を変えさせることを含むさまざまな文脈の中で現れ，社会的相互交渉の進行に応じて，相手

とのやりとりを調整するように鋤く。 Tomaselloは，このように複雑に機能する共悶注意は，

養育者の行動の随伴性に条件づけられて生じると考えるよりも，乳児が大人を自分とは異なる

意図や注意を持った別個の存在であると理解することから生まれると考える方が適切で、あると

主張する。さらに生後18カ月以降の幼児は，相手の注意の焦点は現実の知覚的状況によっては

判断できないこと，また8分や他者が意図したことと実際の結果が一致しない可能性もあるこ

とを理解するようになるo

これらの発達のメカニズムについて， Tomasello (1995)は，次のような仮説を立てている。

すなわち，生後半年から 1年までの間に，乳児は初めて自分自身の行為私道具的なf子為の目

的と手段とに区別し，他者との向調的で相補的なやりとりの中で，意図的に行動するようにな

る。そしてその理解の下で，他者の行動を観察することで，他者もまた意図的に活動している

と理解するようになるという佼説である。日常生活において，大人は，乳児の手を直接取って

無理矢理ある行動をさせるのではなく，乳児がその行動を自らするようにしむけるoそこには，

乳児があることをしようと意到するように，大人が意図するというこ重の構造がある。乳児が

意図的に行動し始め，他者の行動を陪じように理解し始めたとき，子どもの意図に向けられた

大人の意図を，子どもがまた理解するという回帰的な過程が始まる。このような過程を通して

乳児の他者理解が深まることによって，その共同注意行動が変化していくと， Tomaselloは主

張する。

Tomaselloは，共間注意の発達を子どもの「共同注意スキル」の発達として捉えている。そ

して，その共同住意スキルの発達を支えるのが意図的行為主体としての他者理解であると主張

する o Tomaselloの仮説においては，共向性意は乳児個人の能力の成熟という側面が強調され

ており，その発達に影響を与える養育者の行動についてはあまり言及されていない。しかし，

乳児の注視行動の変化は，相互交渉において養育者の行動に影響を与え，その養育者の行動が

また乳児の住視行動に影響を与えるということが考えられる。 Tomaselloの仮説には，具体的

な相互交渉の中で，乳児の注視行動が母親からどのように扱われているのかという視点が欠け

ているように恩われる。

(5) ダイナミツクシステムズの視点から見た共詞注意の発瀧

以上のように，共向性意行動はいつ頃から見られ始めるのか，またそれがどのようなメカニ

ズムで発達してくるのかについてさまざまな議論がある。二者が同じ物を見るという外顕的行

動を重視する立場に立つ研究からは，他者の視線を追従することは初めからは見られないとい

うこと，それらの変化には，大人の頭の動きと対象物との関係に関する乳児の学習や大人の随

伴的反応が影響を与えているということが明らかになった。これらの立場に立つ研究者は，地
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者の注意について乳児が理解することは，必ずしも共同主主意の蔀提とはならないと主張する。

しかし共向性意は，単純に二者が閉じ物を見るということだけでなく，相手も自分と同じよう

に向じ物に対して住意を向けているという相互主観的気づきを含む。二者が関じ物を見る外顕

的行動を重視する研究では，相手の視線と対象物との関係の認識から，どのようにして乳児が

他者の住意の性質について理解するようになるのかが説明されていない。一方「心の理論」の

基礎として共同注意を捉える立場の研究においては，共同在意に含まれる相互主観的気づきを

重視する。しかしこうした研究では，相互交渉の中で相手の視線に対する乳児の行動がどのよ

うに変化し，それに対して養育者がどのように反応するのか，またそのような具体的な相互交

渉の中から，意間的行為主体としての他者理解がどのように発達してくるのかが説明されてい

ない。結局，どちらのアプローチにおいても，発達的に前の段階の行動から，いかに次の段措

の行動が導かれるのかが説明されていないのである。

どのようにして乳幼児の行動がある段階から次の段階へと移行するのかを説明する際に，ダ

イナミツクシステムズの考え方を利用することは有効で、ある。知覚機能における変イちは，いく

つかの間時に存在するプロセスが相互に作用し合うことから起こってくる (Cooper，1997)。そ

のプロセスとは(a)感覚運動システムの機能における変化， (b)理解力の知覚行為への結合， (c)続

習による知覚の進歩(知覚学習)である。感覚運動システムの性質は，特に乳児期を通して著

しく変化するo 感覚運動システムの発達は，乳見の知覚システムの活動に大きな影響を与える

と考えられる。また言語や記憶，予測能力のような，事象の理解の発達も，知覚機能に大きな

影響を与える。さらに Cooperによれば，乳見期の知覚は， (a)乳児が世界を探索することによっ

て情報を検知する活動であり， (b)全ての意味ある構報が時間の流れに依存しているような運動

に表基づいており， (c)その情報の流れにおいて一貫性を知覚する乳児の能力に依存しており，さ

らに(d)発達を通して捜数の感覚モダリティ問で協応されるよつになる。乳児の知覚の発達とは，

知覚する能力の発達ではなく，知覚行為そのものの発達である (Cooper，1997)。つまり乳児の

知覚の発達とは，経験を通して，情報を特定イじするやり方が進歩することなのである。

知覚発達におけるダ、イナミツクシステムズ論的アプローチにおいて重要なのは次の点であ

る。すなわち，情報の検知は常に変化するものであるということ。これは，知覚している生体

の構造じ知覚された情報の構造が常に変化しているということを意味する。そして，それぞ

れの構造における変佑が結果的に知覚の再組織化を導しこのような考え方を共同注意の発達

に当てはめてみると，乳児の感覚運動システムの機能における変化，理解カの知覚行為への結

合，練習による知覚の進歩というそれぞれのプロセスが相互に作用し合って，養育者との相互

交渉における乳児の注視パターンの変化を導き，その住視ノfターンの変化が，さらに相手の視

線や注意に対する乳児の理解を導き，乳見の理解の発達がさらに注視パターンを変fじさせると

いう回帰的な発達として描くことができる。共同注意の発達においては，主に以下のフ。ロセス

が考えられる。すなわち感覚運動システムの機能における変佑に対応するものとして， (1)注視

機能の発達，理解カの知覚行為への結合に対応するものとして(2)記憶の発達と(3)国果関係理解

の発達，そして，練習による知覚の進歩に対応するものとして， (4)乳児の姿勢制御能力の発達

とそれに応じた母親の随伴的応答である。本論は，これらの要素で構成される共詞柱意の発達

をダイナミツクシステムズの視点から取り上げる。

(1)乳!尼の注視機能が発達することは，乳児が，相互交渉において対象を正確に捉えることを

可能にする。乳児が祝覚刺激の特性に左右されずに，能動的に対象を見ることは，相互交渉に
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おいて，乳児の行動を意闘的なものとして解釈することを養育者に促す。また(2)乳児の記憶能

力が発達することは，乳児が複数の事象を関連づけて認識することを可能にする。相手の視線

の指示機能の理解とは，視線の動きが百以外の別の対象を指し示していることを理解すること

である。記憶能力が発達していなければ，視線の動きから対象の存在を予測することは不可能

である。さらに， (3)因巣関係理解の能力が発達することは，乳児が複数の事象の間を因果関係

として理解することを促す。他者の行為とその次に起こる事象，あるいは自分の行為と他者の

行為を閤果関係として理解することにより，乳児は，自他の行為を，ある事象を引き起こすた

めの意図的な行動として認識するようになる。この認識が，意間的行為主体としての乳児の他

者理解を支えるのである。 (4)これらの発達は，すべて乳児と養育者との相互交渉の中で起こる。

その相互交渉において大きな影響を及ぽすのが，乳児の姿勢制御能力の発達である。乳児の姿

勢は，相互交渉の中で可能な行動の種類を制限し，相互交渉の質を規定する。なぜなら，乳児

の行動の種類が制隈されることは，乳見の行動に対する養育者の解釈にも影響を与え，その結

果，養育者の反応も変イちすることが考えられるからである。このような相互交渉において，養

予著者は乳児の行動を意閥的なものと解釈し，それに一貫したやり方で応答する。こ した

養育者の応答が，行為の身ぶりとしての機能に関する乳児の理解を促し，その理解が基礎となっ

て r心、Jを持った存在としての他者理解が乳児に発達すると考えられる。以下に，これらの構

成要素の発達を概観し，それぞれがいかに相互に関連し合って共同注意の発達を導くのかを考

察する。

2.共同注意の発達を支える構成要素

(1) 乳児の注視機能の発達

人の下手見線jについて発達的な立場から研究がなされたのはそれほど古いことではなく， 1950 

年に新生児期・乳児期の調覚について述べた Gesellの論文が最初である(伊東， 1979)。それ以

降，乳見期の知覚能力を調べる方法的工夫(r娘球運動の軌跡分析j，r住視選好法j，r慰11イ七法j，

「驚き法j) とともに，人の視線を発達的な観点から捉えた多くの研究が行われてきた。

視覚刺激に対する乳児の反応は，生後2カ月頃を境に変化するといわれており，これは，大

脳基底核の髄鞘佑が進んで、，情動を司る脳幹との間に情報をイ云達する経路が確立されることが

原因であるといわれているo 大脳基底核は，威嚇や求愛行動のような紋切り型のテVスプレイ

に関係しており，微笑もこの基底核によってコントロールされている。基底核と脳幹の神経回

路が確立されると，情動の表出が大B訟のコントロール下におかれ，見た物の情報と情動が統合

されるようになる。見たものに対して笑いかけるという社会的微笑が生後6-8週にならない

と出現しないのもこのためである。こフした大脳による視覚情報の処理能力の発達に加え，対

象へ明確に焦点を合わせて見る乳児の視覚機能は，生後2カ月以降徐々に伸ぴ 4カ月頃に完

成することが明らかになっている。

伊東は，正常乳児483名に対して， inanimate関形と animate図形を用いて，各図版の動き

に追視する角度を新生党期から生後12カ丹まで月齢ごとに測定した(伊東， 1979)。それによ

ると，乳児の国版に対する追視角度は 1カ月半-2カ月半の間に急激に増加し 4カ月で最

高に達した。また初めは inanimate図版への追視角度が優位で、あるが 1カ月半-2カ月半の

時期になると， animate図版に対する追視角度が急激に増大して， inanimate図版と animate
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図版の比重が逆転した。特に 3カ月以降は，自に似た国版に対する追視角度が増大した。さら

に4カ月以降，追視角度は月齢とともに減少した。 4-6カ月では，各国版を追視している途

中で，図販を持つ検査者と自が合ってしまったり，予を伸ばして図版を取ろうとする行動が観

察され， 12カ月になると，完全に怒った顔・不正な顔に対して指差しゃ発声をして母親を見る

という行動が観察された。

こうした結果から，伊東は以下のょっに結論づけている。すなわち，乳克は，誕生から生後

1カ月半までは，適慶な距離・適度な身体的状況で自に入った対象の動きに注意が引きつけら

れて自動的に見る，いわゆる obligatorylookingの側面が強い。それに対して2カ月以降は，

人の顔，特に人の目への志向性が増し，生後4カ丹頃に乳児の視覚機能は成熟して，そこから

徐々に社会的対人関係を確立してゆく。

また，人が対象物を住視するときには，サッケードと呼ばれる特徴的な眼球運動が見られる

ことが知られているo サッケードとは，ある注読点から別の注視点への素早い眼球運動のこと

である。サッケードのコントロールのための往意過程は 2つの側面に分けることができる

(Matsuzawa & Shimojo， 1997) 0 1つは対象への固視をやめる「住意の解放過程」と，もう

1つは次にどこに目を動かすのかを決める「ターゲットの選択過程」である。 Matsuzawa& 

Shimojo (1997)は 2カ月半から 12カ月の乳克45人と成人5人を対象に，この注意の解放過

程に焦点、を当てて乳克のサッケード反応時簡を測定することにより，住意過程の発達を検討し

た。

サッケード反応時間とは，ターゲットの提示からサッケードの開始までの潜時のことをいう。

Matsuzawa & Shimojoは，国視点が消え，それぞ、れ①200，②400，③800msのギャッブ関
隔をおいてからターゲットが現れるギャップ条件と，@路撹点が消えたと同時にターゲットが

現れるノー・オーバーラップ条件，⑤題視点がついたままターゲットが現れるオーバーラップ

条件のS条件で，乳児のサッケード反応、時間を測定したところ，どの月齢でもオーバーラップ

条件に比べてギャップ条件の方が反応時間が短かった (Matsuzawa& Shimojo， 1997)。特に
400msのギャッブ間賠を設けた条件では 2カ月半でもおよそ 300msの溶時の素早いサッ

ケードが生起した。それに対してオーバーラップ条件では 2カ月半群の反応時間が非常に長

く，サッケードの生超が菌難であることが示された。オーバーラップ条件での反応時間は，そ

の後4カ月頃までに急速に短くなり， 6カ月以降は成人までほとんど変1tが見られなくなった。
このことから，著者たちは，能動的に注意を解放して新たな対象を見る能力は，生後4カ月

前後に発達して6カ月までにはぽ完成すること，また能動的な注意解放過程が発達することに

より，意識的な住意のコントロールが可能になることを指摘している(松沢・下媒， 1996)。こ

れらの乳見期の注視機能に関する研究から，生後4カ丹以降の乳児であれば，自発的・意識的・

選択的に環境内の対象に注意を向けて，対象を能動的に見ることができるということが明らか

である。

乳児の注鵠機能の発達に関する研究結果から，先に述べた共同住意研究の結果を考察すると，

生後6カ月児が相手の頭の動きに対して，相手と同じ方向を見るという尻町、は，乳児の能動的・

選択的な行動であると考えられる o Butterworthら (1991)が述べるように 6カ月の乳児が

相手の見ている対象を正確に見ることができないのは，環境内の対象が持つ特牲に控意が引き

つけられてしまう結果であるといつよりも，相手の視線の動きと対象との関係を乳児が認識で

きていない結果であると考えられる。この相手の視線の動きと対象物の存在を関係づけて認識
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することは，次に述べる記憶の発達に支えられて超こる。

(2) 乳児期の記憶の発達

乳児の記憶の発達は，乳児にいくつかの刺激パターンを見せ，それぞれに対する注視時間の

長さを測定する溺11免法を用いた実験によって調べられてきた。 Martin(1975)は，生後2カ月，

3カ丹半 5カ月の 3つのグループの乳児に 2日閣の実験を行った。 1日自に，ある刺激関形

を1回につき 30秒ずつ合計6問見せ，その翌日も悶じことをくり返した。ここでの仮説は，も

しも乳児が臨形を覚えていたら，図形に対する注視時間は 2日目になると I日目よりも短くな

るであろうというものであった。結果は，仮説通り，どの丹齢の乳児でも 1日自よりも 2日目

の方が住視時間が短くなった。また月齢の高い乳児ほど 1日目と 2日自の控視時間の差が大き

かった。このことは，生後2カ月の乳児でも 24時間後に刺激を再認できるということ，さらに

再認記憶の発達は生後2カ月から 5カ月にかけて進み 2カ月児より 5カ月児の方が刺激を正

確に再認できるということを示している。

また，乳児は刺激図形だけでなく，槌伴的な関係も記'憶できるという証拠がある o Roveeω 

Collier & Hayne (1987)は，結合強化法という実験方法を使って，生後2カ月-4カ月の乳

児の記櫨を調べている。この方法では，ベビーベッドの上からモビールをつり下げ，このモビー

/レとベビーベッドに寝ている乳児の片方の足首とをリボンで結ぴ，足を動かすとモビールが動

くようにしてあった。この仕掛けを通して，乳児は足を動かすという自分の行為とモビールの

動きとの髄伴関係を学習した。その後，乳児がこの随伴関係を記憶しているかどうか調べるた

めに，しばらく時間をおいてからもっ一度この実験をくり返した。もし随伴関係を完全に覚え

ていたら 2田昌の実験開始時点と 1回目の実験終了時点で乳児が足を動かす間数は同じにな

るはずで、ある。この回数の結果から 2カ月党では髄伴関係を 2・3日しか覚えていられない

が， 3カ月児では約1週間は覚えているということが明らかになった。 Rovee心ollierらは，こ

のような月齢の楚は，同じ経験をしても 3カ月児の方が2カ月児よりも多くの事柄を覚えてい

るからではないかと考察している。これに関連して， Adler， Gerhardstein & Rovee-Collier 

(1998)は， Rovee咽Collierら (1987)の方法を改良した実験を行って，随伴関係の学習時に，

注意を向けられた刺激の再認記憶は比較的永続的であるのに対し，注意を向けられなかった刺

激への再認記憶は短時間しか持続しなかったという結果を示した。このことから， Adlerらは，

3カ月児の再認記憶における選択的注意の効果について指摘している。

再認記'臆は，上述したように，生後半年の慣にかなりのレベルにまで発達することがわかっ

ている。一方，再生記憶についてはどうであろうか。乳!尼の場合は言語能力に限界があるため，

例えば，乳児の自の前で何か物を隠しでも，それを覚えていて探し出せるかどうかといったこ

とを利用して乳児に再生能力が備わっているかを調べる方法が採られる。 Robert(1990)は，

乳児期の再生記憶についてレビューし，次のょっにまとめている。一般に乳児は，生後7カ月

頃までに自の前にない物を探すことができるようになる。乳児の自の前におもちゃを置いて，

それに布をかぶせると 7カ月児であれば，布の下におもちゃがあることを覚えていて，うま

くおもちゃを見つけだすことができるが 5・6カ月児ではそれができない。また，幼いうち

は，すぐに探させないと保持できず 8カ月児でも，ほんの数秒の遅延で 2枚の布のどちら

におもちゃが隠、されたのかわからなくなる。ところが10カ月児は， 8秒おいても隠された物の

場所を覚えていてうまく探し当てることができ，さらに 16-18カ月になると， 20-30秒後でも
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隠された場所を覚えていて探し出せるようになる。また Meltzoff(1988a， 1988b)は，延滞模

倣の実験において， 9カ丹児では 24時間後， 14カ月児では 1逓間後でも，以前に見聞きした母

毅の動作を覚えていて再現することができることを示した。これらの結巣から，手L!尼の再生能

力は生後6カ月嘆に現れ始め，その後急、速に伸びてゆくといえる。

このような再生・表象能力の発達は，大脳皮賓の成熟によるものであると考えられるが，そ

れに加えて，子どもの移動経験が対物的な空間関係の認識を変え，そのことが再生・表象能力

の発達に影響を与えていることを示す実験がある o Kermonian & Campos (1988)は，ハイハ

イで移動経験のある子ども，ハイハイはできないが歩行器で自在に移動している子ども，その

ような経験が全くない子どもを，それぞれ移動経験の長さによって， 1-4週・ 5-8週・ 9

週以上のグループに分け，それぞれに対して，上記のょっな布を使った再生記'憶課題を行った。

つまり，子どもに物を見せた後それを布で覆い，子どもが布を取り除いてその物を探すかどう

かを調べたのである。その結果，移動経験がないグループよりも 5週以上の移動経験をもっ

子どもの方が課題の成績がよく 9遮以上の移動経験をもっ子どもの方がさらに成績がよかっ

た。また， 1-4避の移動経験をもっグループは，移動経毅がないグループと成績の違いがな

く，ハイハイのグループと歩行器のグループ。間でも統計的な違いはなかった。このことは，ハ

イハイであれ歩行器であれ，移動するといっ経験自体が再生記憶課題の達成に影響を与えてい

るということを示している。

この再生記憶課題では，子どもは見えなくなった物を表象するだけでなく，それがある場所

を予を使って探すことが求められている。これは，空間的な探索行動である。無藤 (1994)は，

移動経験が空間的な探索の力に影響を与えるのは，移動経験によって，どこに物を留、したか，

その場所や位置に対して，乳児が注意、を向けて見つめ続けることができるようになったためで

あると指摘している。乳先は，自力で移動することによって，移動に伴って物体が空間的に重

なって見え隠れする経験をすると考えられる。また，それらの見え器、れする物に近づいていっ

てきわったり，それらを手に取ったりすることができる。そうした経験は，空間的に配寵され

た物体が他者の手によって動かされた場合に，どこに詮意を向ければよいのかの情報を提供す

る。乳克の移動経験は，乳見の注視行動を再組織化し，そのことが乳児の探索能力の発達に影

響を与えていると考えることができる。

このような乳児の記憶の発達は，相互交渉において，乳児が柏手の視線の動きと対象物の存

在を関係づけて認識することを促す。このとき，多くの場合，人はただ対象物を見るだけでな

く，その対象に対して将らかの働きかけをする。 Baron-Cohenが指摘するように，視線は行為

主体の次の行為が向けられる対象に特定される傾向がある (BaronゅCohen，1995a)。ただし，

他者の視線の方向を検出し視覚的対象を特定する機能は， Baron-Cohenが述べるように，生ま

れっき乳児に備わっているのではなく，生後6カ月過ぎに乳児の記憶が発達して，対象への相

手の柱視とその対象への相手の働きかけを関係づけて認識することから，徐々に発達すると

えられる。また，記憶能力が発達することで，乳児は複数の事象の聞を鴎果関係として捉える

ようになる。このことは，乳児が自分の行動とその次に起こることを涼図と結果として捉え，

乳児の行動をより意関的なものにするとともに，相手の行動も相手の意図とその結果として認

識することを促す。
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(3) 因果鴎係理解の発達

乳児の因果関係の理解が発達することは，乳児と母親の相互交渉をより組識的なものにする。

母親と 4・5カ月の乳児がおもちゃで遊ぽっとするとき，母裁は，乳見の興味を引くようにお

もちゃを操作して見せたり，おもちゃを乳児に持たせたり，さまざなことをするが，その時乳

児は，基本的運動スキル(定位する，追視する，予を伸ばす，手で調べる，など)のIつ1つ

に注意を凝らさなければならないo Kaye (1982)は，スキルが階層的あるいはプログラム的に

組織化されることを強調し 1つの自標を達成するには，その途中に一定の下位目標が必要で

あり，下位スキルは他のスキルの中に入れ子になっていると述べている。初めのうち乳児は，

要素的運動に注意を払わなければならない。また，乳児の記憶能力が未発達なうちは，目標と

手段のどちらに注意を向けるのかという葛藤をもっ。しかし，そうした要素的運動の練習を

ねることで，これらにはあまり注意を払う必要がなくなり，より高い水準の協応に詮意が向け

られるようになる。つまり，下位予)1療を習熟することによって，自分自身の動きに注意を向け

るよりもむしろ目標の方に注意を向けることができるようになる (Kaye，1982)。

生後6・7カ月以降になると，再生記憶が発達し，乳児は自の前にない物や事象を表象する

ことができるようになる。さらにこの時期の乳児は，定位する，追視する，手を伸ばす，手で

調べるなどの要素的運動に習熟して，より高い水準の協応へ住意を向け，個々の下位手)1演では

なく，それらによって達成されるべき目標へ焦点を当てることができる。このことにより，乳

児は，母親との相互交渉において，母親の体の動きではなく，母毅の行為がもたらす結果へ注

意を向け，そのことから，自分の行為と母親の行為の随伴性を因果関係として捉えるようにな

る。乳児と母親の相互交渉は，特定の行動に対する反応という状態から，組織的なやりとりの

特徴を持つように変化する。乳児と母親の間で，物を介したゲーム様の遊びが行われるように

なるのである (Trevarthen& Hubley， 1978)。このゲームの中で，母親は，手L見が喜ぶ動作

をおおげさに何度もくり返したり，上手に乳児を導いて順番交替でおもちゃを操作したりする。

乳児は，母親の次の行動を予測し，待ちかまえており，このときに母親がわざとタイミングを

ずらしたりすることが，乳児の笑いを引き起こす。母裁は，乳児のこの期待を引き出すように，

乳児の行動に自分の行動をいろいろなやり方で髄伴させる。また乳児は，ゲームの中で自分の

動きをさまざまに変えて，それに対して母親の動きが随伴する様子を吟味するようになる。自

分と相手の行為の髄伴性を吟味する中で，乳児は徐々に，自分の特定の行為がある特定の事象

と結びついていること，同様に母親の特定の行為が自分の特定の行為を促していることに気づ

き始める。このことが，乳児の，視線も含めた行為の表象性の理解，つまり身ぷりとしての行

為の理解を促すと考えられる。

(4) 乳児の姿勢制御能力の発達

乳児の注視機能に関する研究から，少なくとも生後4カ月以降の乳児は，刺激の特性や神経

学的な住意システムの未成熟に左右されることなく，乳見にとって意味のある対象を能動的に

見ることができるといえる。つまり，外的対象への注視は，ある程度乳児の意志で選択的に行

われるのである。このことから 4カ月以降の月齢の乳児がいつ何を見るかは，乳児自身がど

のようにその対象と関わるかということに規定されると考えられる。

乳児と対象との関わりを考えるときに，考慮しなければならないのは，乳児の姿勢である。

発達初期では，乳児の活動は乳児がどんな姿勢をとっているのか，あるいはどんな姿勢をとる
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ことができるのかによって大きく左右されてしまう。濁りの大人も，そのときの乳見の身体的

成熟に会った，乳児に無理のない姿勢で相互交渉しようとする。例えば，まだ主主がすわってい

ない乳見と母親が対面で相互交渉しょっするとき，母親は，乳見を抱くか，寝かせてその上に

覆い被さるように位置して，顔と顔の距離をおよそ 30cm程度に保つようにすることが多い。

このようにすると，乳児の視野は自然と範囲が限定され，視野の中心に母親の顔が入ることに

なる。生後2カ丹以降の乳児は，調覚的対象にしっかり焦点を合わせて見ることができるので，

この状態であれば，乳児は母裁の顔、の動きに反応して，母親と相補的にやりとりすることがで

きるo

次lこ，生後4カ月以降，乳児の首がしっかりすわるようになると，母親は，産位の姿勢をと

らせることが多くなる。しかし，乳見は盛イ立の姿勢ではまだ安定しないため，母親は乳児を自

分のひざに座らせて支えてやるか，乳j尼を自分のすぐそばに康らせて片手で乳児の体を支えて

やりながら相互交渉することが多くなるoこのようにすると乳児の視野は以前に比べて広がり，

自の前にあるさまざまな物へ在意を向けることができる。母親は，乳児が注意を向けている対

象を操作して見せたり，別の対象へ注意を引きつけたり，乳児におもちゃを握らせたりして遊

ぶ。 4カ月以降の乳児は，能動的な注意解放過程も成熟しているので，ある程度自分の意志で

選択的に自分が見たい対象を見ることが可能である。乳児は，自分の視野の中心にある対象に

働きかけるだけでなく，鹿辺視野にある対象に対しでも反応するようになってくる。

このような相互交渉において，母親は，乳児の身体の動きや視線の動きをさまざまに解釈し

て反応する (Clark，1978)。乳児がじっとおもちゃを見つめていると，母親はその視線を追い，

「これがほしいの ?Jなどと言って乳児にそのおもちゃを手渡して握らせる。乳見がおもちゃを

振り上げ，たまたま母殺を見ると rくれるの?Jなどと言って，乳児の方へ手を差し出し，乳

児がおもちゃを手放さないでいると rありがとう」と苦いながら，乳児からそのおもちゃをや

さしく取り去ったりする。この場合，乳児はまだ自身の行為が信号の役割を果たしていること

に気づいていない。しかし，母親のこのような一定の随伴的行動は，乳児の経験の流れを構造

化し，乳児が，母親が次に何をするのかを予期することを助ける(五aye，1982)。また，生後4

カ月以後の乳児は，再認記憶が十分に発達しているので，母親との相互交渉において出現する

特定の対象や興味を引く随伴関係を記憶して，それが再び涜れた場合には，それと認めて特定

の反応をすることができる。このような乳児の特定の反応は，母親から，子どものお気に入り

のおもちゃやお気に入りの遊びと解釈されるだろう。母親は，そのような子どもの「お気に入

り」を積極的に用いて相互交渉し，二者間で安定した遊びのパターンを築いていくと思われる。

この中で，乳児は，一連の事象を関連づけて理解し，その中での自分の役割を意識し始め，自

分の行動を調整するようになると考えられる。

生後6カ月以降，乳児の座位が安定するようになると，母殺は，もう乳克を支えるために手

を伸ばさなくてもよくなり， しっかり対面の位置に座わることができる。このようにすると，

物と母親の顔の両方が乳児の視界に入ることになる。乳児は，自分が物を操作した結果と，母

親の物や自分に対する行為を同時に見る機会が増える。またこの時期の乳児は，物を操作する

スキルが十分に発達しているので，物を操作することに注意が奪われるのではなく，物を操作

しながら母親を見ることも可能になっている。おもちゃと母親という興味ある 2つの対象に同

時に住意を払うことで，母親と対象物への交互注視が起こることもある。この場合の交互注視

は， Tomasello (1995)が指摘するように，相手も自分と同じように同じ対象に注意を向けてい
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るということを乳児が認識しているという意味での共同注意とはいえない。しかし，このよう

な乳児の詮携行動は，母親から原命令形・原宣誓形の行為 (Bateset. al， 1975) として解釈さ

れ，そのように応答される。また母親も，乳児の注意をおもちゃに向けさせたり，自分に向け

させたりして，乳児の交互注視を引き出すような働きかけを多く行う (Trevarthen& Hubley， 

1978)。こうした相互交渉の中で，乳児は，相手の視線と対象物との関係を意識し，視線の指示

的機能を理解するようになり，興味のある 2つの対象に偶然交互に住視するのではなく，相手

の視線を操作する目的で，母親とおもちゃを交互に見るようになる。この意味で，早期の相手

の挽線への追従が，必ずしも相手の、注意に対する理解を前提としないという Corkum& Moore 

(1995 ; 1998 ; Moore， 1999)の指摘は正しい。しかし，相手の視線の指示機能に対する乳児の

理解は，視線の先に菌白いものが見られるというような，単純な条件づけの学習によって起こ

るのではなく，具体的な相互交渉の中で，養育者から一貫したやり方で応答されることを過し

て形成される。

乳児が，ハイハイやっかまり立ちなどによって，自力で移動できるようになると，乳児の移

動範囲は大幅に拡大し，乳児と母親の距離が離れる。母親の子どもへの関わりも，接近した状

態でのやりとりから，遠くから子どもをコントロールする関わりへと変化する。母親は，離れ

たところにいる乳児に対して，おもちゃの音を鳴らして乳児の注意を号|いたり，乳児が自分の

方を見たところで，おもちゃを操作して興味を引き，自分の方へ来るように誘ったりする。自

力で移動できるころの乳児であれば，注意のコントロールも十分に成熟しており，母親の働き

かけに対して素早く注意、を向けることができるので，このような母親の方略は効果がある o 乳

児は，母親がどこへ視覚的注意を向けているのかに敏感に反応して，母親が見ているものを乳

児も見ることで共同並視が成立する。それは初めのうち，母親が提示する対象の新奇性やおも

しろさに支えられたものであるが，乳児が，母親の住説方向と母親の行為の関係を認識して，

母親の視線を能動的に追視して生じる共同注視が徐々に生まれてくる。

一方，乳児が歩き始めて，乳児と母裁の距離が離れる時期には，乳児が母親を振り向いたと

きに，母親が乳児を見ていないということも増えてくる。乳児は，意間的に活動する中で，母

親がどこを見ているのかを意識するようになる。そして乳児は，相手の視線と視線の先の対象

どの関係を意識するやで，その注視の対象が自分であるという経験をするようになる。「視線」

が r見るJr見られるJ というコミュニケーション的価値を担うようになるのである。久保田

(1982)は， 6-11カ月の乳児が，自らの行為を得意そうに母親にやって見せる様子や，ひとり

で何かしていても，人に見られているのがわかると，いっそう活発にやって見せる様子を観祭

している。このような「見るJr見られる」の関係を通して，乳児は自分の行為が身ぷりとして，

何か別の事象と関連していることにも気づいていく。乳見は自分が見られることを意識して相

手に見せるだけなし自分が行為して見せることで相手の別の行為を引き出すことを期待する

ようになるのである。これは，乳児が自分の緯線のコミュニケーション的価値に気づいたこと

を意味する。守見線Jは， コミュニケーション的行動として，他の活動から分化する。このとき

も，母親は，乳児がまだ自分の行為の身ぷりとしての機能を意識していないうちに，それらの

行為を積極的に身ぷりと解釈して反応する。こうした母親の反応が，乳見の認識を促進し，乳

児の』きぶり的行為を洗練していくと考られる。
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3 .ダイナミツクシステムとしての共間注意の発達

ここまで，共関注意の発達に関係すると思われる，いくつかの要素について概観した。母親

が乳児の行動を解釈することによって二者が同じ物を見るという共同注意は， 日常の相互交渉

においては，非常に早期から成立している。乳児は，注視機能や記憶の発達，因果関係理解の

発達，身体的な姿勢制御能力の発達に支えられて，母親の随伴的な反応と，自身の行為を関係

づけて認識するようになる。さらにそのような相互交渉の経験を重ねるうちに，乳克は，自他

の行為の身ぷりとしての機能，つまり行為の表象性を理解するようになる。乳児は，母親のあ

る特定の行動を引き起こすことを期待して行動したり，母親が自分にある特定の行動を保して

いることに気づいて，その促しに従ったりするよ 7になる。このような相互交渉の中で，乳児

は，次第に他者の視線が何に向けられているのか，視線とその対象の関係を意識するようにな

り，ここに「見るJ，-見られる」の関係が成立する。 Tomasello(1995)は，乳児が自分自身の

行為の意図牲を理解することを通して，偽者の意図性を理解するようになり，それが他者の注

を理解する基盤であると指摘した。本論では，自他の行為の意菌性を理解することから直接

的に，他者の注意、を理解するようになるのではなしその前に，乳児と大人の間に「見るJ，-見

られる」の関係が成立することが重要で、あると指摘する o 見られることを意識し，見せようと

する乳児の行動は，母親から身ぷりとして解釈され，そのょっなものとして反応される。この

ことがまた，乳児に，自他のある行為が何か別のものを表し，それは他者にも関様に認識され

るという，行為の表象性を理解することを促進する。そして，乳児は他者にあることを気づか

せるために，他者の注意の状態をモニターし，さらに他者の注意を自分の意簡の方向に引き寄

せようと試みるようになるのであるo 乳児が，自他の行為を身ぷりとして理解することは，他

者を現実の知覚的状況とは異なる意関や関心を持つ存在として理解する，つまり他者を「心j

を持つ存在として乳児が理解する基礎となると考えられる。

このような， f患者の注意の状態をモニターしたり理解する共悶住意の発達は，乳児と養育者

の相互交渉という，ひとつのシステムにおける変化として起こる。母親は，乳児との具体的な

相瓦交渉において，常に乳児の状態をモニターし，乳児の姿勢を変えてコントロールすること

によって，乳克にある注視の状態を維持させたり，導いたりする。例えば，まだ自由に頭の向

きを変えて視覚的対象を見ることのできない生後2カ月頃の乳児に対して，母親は，乳児を仰

向けにさせ，乳児の中心視野に入ることで，対蘭での見つめ合いという住視のパターンを成立

させる。また6カ月になって乳児の座位の姿勢が安定すると，母親は，乳児の住意を引くよう

におもちゃを提示したり，操作して見せたりして，複数の対象関で乳児が自由に揖線を移行さ

せるような注視パターンを成立させるo さらに 1歳頃に乳児の歩行が可能になって，乳児と

母毅の距離が離れるようになると，母親は，音を鳴らしたりして，乳児が注視していない物に，

乳児の注意を向けさせるような並視のパターンを成立させるo これらの注視パターンは，乳児

の注視機能の発達，記憶の発達，因果関係理解の発達，身体的な姿勢制御能力の発達に支えら

れて起こるだけでなしそれらの発達を考慮しながら対応する母親の行動によっても操作され

る。まだ乳児1人では取ることが不可能な姿勢でも，母親がそれを支えてやることで，より高

次の注視ノfターンが可能になる。母親がこのような働きかけを積極的に行うことで，乳児の次

の段階の発達が促されると考えられる。
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おわりに

以上のように，乳児初期の共向性意は，乳児にとって自他の「祖線」の意味が変化し，身ぶ

り的行為が発達することによって成立するということができるo そして，その視線の意味の変

化や身ぶり的行為の発達を支える構成要素となるのが，乳児の注挽機能の発達，記憶の発達，

因果関係理解の発達，身体的な姿勢制御能力の発達である。これらの能力は，ばらばらに発達

してその総和として共同在意が成立するわけではない。個々の能力が発達することは，相互交

渉における母親の乳児に対する行動を変えさせ，それがまた別の能力の発達を促す。そしてそ

れぞれの能力が互いに作用し合うとき，乳先により高次の発達的変化が起こるのである。今後

の共毘注意の発達に関する研究においては，乳児の身体的な姿勢制御能力の発達や，それぞれ

の姿勢における母子の相互交渉において，二者の注視行動がどのように働くのかを，より詳細

な観察を通して明らかにすることが必要で、あると思われる。
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